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息野田家での調査風景 (20014年 1.1月 16日撮影)歴史資料ネットワーク編 『平家と福原京の時代』 (岩田書院､2005年5月刊)息

随□団目 次固□圏画 ｢史実｣と ｢伝承｣との間

藤田 明良 - ｡｡｡2⑳◇特集◇㊥ 阪神 ｡淡路大震災時
の救出史料が寄贈に iiiiiiiiii～神戸市 ｡野田家史料の保全活動と寄贈先斡旋活動について-

松下 正和 ･｡加納忠男氏及び野田家資料

の寄贈を受けて 清水 太郎 -史

料ネット活動について 野田 簿子 ｡｡2005年度

歴史資料ネットワーク市民講座｢源平合戦～伝承された戦いの虚
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｢史 実 ｣ と ｢伝 乗 ｣ との 間
藤田 明良

歴史資料ネットワークの市民講座は､しばしば兵庫津をテーマにとりあげているCこ

こが歴史的に著名な場所というだけでなく､地元で歴史をいかした街づくりの気運が盛

り上がっており､住民や行政と連騰した講座運営が可能になっていることも大きな要因

である.お寺の本堂で催された一昨年の講座の時であった｡Ir先生がたの研究成果とは

違いますが､地元の伝統文化として続けていくことになりました｣｡共催していた地元

文化団体の会長さんから､やや改まってこう告げられた｡｣紺町のことかわからなかっ

たが､少し後になって事情が飲み込めた｡

兵庫区には ｢清盛軌 と呼ばれる鎌倉後期の大きな石塔が残うていて､地元では平清

盛の墓として毎年､墓前で供菱祭を続けてきた｡近年は町おこしのため一層力が入って

いる｡しかし､研究者の間ではこの石塔は西大寺側 軸ミ律宗の布教事業として造立し

たもので､清盛とは直接関係無いとする説が有力だ｡1実汐年に出版した 陳 史のなかの

神戸と平家』をはじめ新開や講演などで､私もその説を繰り返しのべてきた｡実は史料

ネットとの付き合いが始まってから､この清盛の墓ではないという研究者の説をめぐっ

て､地元では対応に苦慮していたらしし㌔数牢にわたる議論の結果､歴史研究の成果は

常套するが､ ｢清盛さんのお墓Jという先祖伝来の言い伝えも地元の文化として守って

いこうというスタンスにやっと落ち着いた｡そのことを会長さんは伝えてくれたのであ

る｡自分の発音が地元の皆さんを悩ませていたことを知らずにいた能天気さを恥じると

ともに､郷土の ｢歴史｣と研究者の ｢史実｣との見事な折り合いの付け方に感服した｡

もちろん､この石塔がいつ頃から ｢清盛象Jになったかという問題もりっぱな歴史研

究の課題であり､ 隆 史のなかの神戸と平家』のなかにも関連する論考がある｡このよ

うな伝承が形成されるの蛾江戸時代からだというのが通説だが､私は最近､中世に遡る

可能性もあると考えているD近世の地譲類は､この石塔は清盛廟所である八横寺飽和こ

あったと述べているが､室町時代に興福寺大乗院門跡が兵軽に来たとき､八棟寺に参詣

し清盛像を拝観したと日記に書いているからである｡清盛を偲ぶ意識と石塔との結びつ

きは意外と古いかもしれず､楽しみな研究課頓である｡

さて､平家伝承といえば ｢源平合軌 に関わるものも有名である｡今年の大河ドラマ

でも見せ場として措かれているが､歴史研究が明らかにしてきた合戦の実像とは大きな

ギャップがあるoそこで今年度の講座企画として兵庫区などと共催して､9月25日

(日)にシンポジウム ｢源平合戦一伝承された戦いの虚実｣を実施することになった｡

当日は 『源平合戦の虚像を剥くし･･拍承 ･寿永内乱史研究』 (講釈社選書メチエ)などの

著書がある川合康さんの講演とパネルディスカッションによって､中世の戦争の実像や

合戦神話の形成過程を明らかにしていきたい (詳細古瀬fJta)0

(藤田明良･天理大学教授･史料ネット静脈表)
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◆◇特集◇◆ 阪神 ･淡路大震災時の救出史料が寄贈に
～神戸市 ･野田家史料の保全活動と寄贈先斡旋活動について

松下 正和

このたび､史料ネットでは阪神･淡路大喪災に伴う被災資料救出活動の際にレスキューし､当ネッ

ト事務局 (神戸大学文学部内)で保管していた史料と､所蔵者である野田浄子さんのお宅より新たに

｢発見｣された史料について､寄贈先を斡旋させていただき､無事寄贈手続きが終了いたしましたの

で､ここにご報告いたしますもまた､寄贈先の一つである鳥取県立公文書館の清水太郎さんと､所蔵

者の野田清子さんにもご寄稿いただきました｡お礼申し上げますこ

(これまでの樹軒

当時の史料ネット事務局の日誌によtLl£ 野田さんは神戸市内の某区広報紙こ掲載された史料ネッ
トの記事をごらんになり､1995年10月4日に､当事務局-レスキューー依頼をされたそうですもその後､

10月14日に史料ネットメンバー3名が野田家を訪問し､史料を保全いたしました (詳細な経緯は､史

料ネット編 隆 史史料ネットワーク活動報告書』所収の坂江渉氏による報告をご覧ください)0

20M年11月15日､野田さんから ｢新たな史料がでてきたので見てほしい｣との連絡を事務局にい

ただき､私たちは翌日訪問し､史料の確認を行いました (坂江渉､木村修二両氏と松下が訪問)｡拝

見した史料には､静子さんの父拓郎氏が教員をされていた際に使用していた教材 (中国の舌鎗-(訓

と､清子さんの叔父加納忠男氏ゆかりの鳥取餌連資料 (②)がありました｡野田さんが寄贈の意志を

お持ちだったので､私たち史料ネットでは56年に預かった史料 (@)とともに､寄贈先を捺すこと

にしまし7㌔

何人カの史料ネット会員と野田さんとで相談した結果､①については世界の金貨銀貨を展示してい

る尼崎信用金庫 ｢尼信博物軌 に､②については鳥取県立公文書館に依頼することにしました｡12月

8日､野田さんと松下は､①の史料を携えて尼信博物館 (長橋紘一館長が対応)を訪問しました｡交

渉の鮭果､尼倍博物館さんはコインミュージアムの展示資料として､(班 )史料を受範してくださるこ

ととなりました｡唐代の開元通宝から晴代の威豊通宝までの中国古銭41枚と日本の古銭1枚 (文久永

宝)が寄贈の対象となりまLfL ②と③については､下記に清水太郎さんのご報告を参照してくださ

いO

史料ネットは被災資料をレスキューした後､所蔵者の生活が落ち着いた鮒 することを原則

としていま+oLふ し､所蔵者-の返却が困難な場合 (例えさ滴 の解体や新居叫D引っ越しなどによ

り､保管ス-レースがなくなったなどの事情がある場合)や､所蔵者が寄託 ･寄贈を希望された場合に

は､所蔵者の意向を尊重し､しかるべき機関を斡旋することにしています10

史料ネット活動は､被災資料をレスキューするだけではなく､今後の脚 J活用のために､所蕨

者-の返却や､返却が困難な勢倉の寄贈先斡旋も重要な活動となっていますIo最終的な陳管先を確保

することで史料ネットの被災資料保全汚動のサイクルは完結します｡2M 年度の活動として､当初は

事務局保管分の被災資料を返称する作業にあてる予定だったのです功ミ､度重なる水害-の対応に追わ

れ､思うように進みませんでした aX6年度は､昨年度レスキューした水損史料の処置とともに､阪

神 ･淡路大震災での被災資料の返封階動に力を入れたいと思っていますこ

最後となりましたが､史料の受け入れを承諾してくださった鳥取県立公文許 と尼倍博物館に改め

てお礼申し上げます｡

(松下正和 ･神戸大学文学弥助手 ･史料ネット事務局長)
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加納忠男氏及び野田家資料の寄贈を

受けて

鳥取県立公文書

館専門員 清

水 太郎歴史資料ネットワーク (以

下史料ネットと略)の松下正和先生か

ら当館に連絡があったのは､昨年暮れ1
2月3日午後のことであった｡話の

内容は､｢阪神大貴災の直後､自らが

参加する史料ネットが神戸市東灘区の

野田家資料をレスキューしたが､この

度､久しぶりに野田家から連絡があり

､新たに資料が出てきたとの事｡鳥取

にゆかりのある方のようで目方戦争に

関するもののようである｡野田家は鳥

取のしかるべき機関に寄贈したいと話

しているので公文書館に連絡した｣と

の話であった｡詳細をデジカメで撮影

し､送付するので内容を確認の上､寄

贈を受けるか否か判断を仰ぎたいとのことであ

った｡当館では県内からの資料寄

贈の話は時々受けることがあるが､県

外から資料寄贈を受ける例は決して多

くなく､また､史料ネット等を仲介と

して個人の方から寄贈の話を伺うケー

スは初めてであった｡そして何よりも

､鳥取と神戸を結びつける糸を自分の

中に兄い出すことができず､軽いとま

どいのようなものを感じ

ていた｡週が明けて12月7日 (火

)に松下先生からCD-ROMが届き

､資料の内容を検めたOその結果､加

納忠男氏が家族に宛てた書簡や新聞の

切り抜き絵葉書など二十数点から成る

ことが判明した｡CD-ROM内の資

料や関係する資料を調べた結果､現所

蔵者の野田汚子氏の母が忠男氏の妹に

当たること､加納氏の祖先は鳥取藩士

であること等が判ってきた｡資料群の

中にある加納忠男氏戦死を伝える明治3
7年3月末の鳥取新報切り抜きに拠

ると､忠男氏は本次郎 (鳥取県立博物

館に残るNewsLetter･2005.9.7No.42 4 加納家の家譜によれば6代

目本次郎(明治三年家督相続))の長

男で､明治12年生まれ｡旧制鳥取中

学 (第十期生｡明治31年3月卒業)

卒業後､陸士-進学し､明治37年3月

28日､朝鮮半島北部の定州で死した

｡日露戦争後､定州には加納中尉を記

念して忠魂碑や記念碑が建立され､加

納公園と名付けられた｡附近には加納

丘国民学校もあったようであるが始め

て知る事ばかりで

あった｡館内協蕗の結果､寄贈の申

し出を受けることとし､併せて､直接

野田家に赴き､より詳細な話を聞かせ

ていただくことで野田家から了解をいた

だいた｡ところで､当初は加納家だけ

が鳥取と関係するものと思われていた

が､その後の野田家との電話のやりと

りで野田家も鳥取藩士であることがわ

かった｡年が明けて1月21日 (金
)に神戸-赴いたO寄贈資料は､神戸

大学文学部内に事務所を置く史料ネッ

トが保管していたので､まず神大に赴

いた｡史料ネットの松下先生に対応し

ていただき､資料の現物を確認し､資

料がレスキューされた経緯を聞く｡阪

神大喪災後､野田家からレスキュー依

頼があったのは元来錦絵資料であり､

加納忠男氏資料については昨年末に野

田家から依頼があったとのことで

あった｡その後､午後1時半に松下

先生と共に野田家を訪問する｡応対し

ていただいた野田清子氏は7人姉弟の

6番目､同席してくださった姉の文枝

氏は5番目である｡まず､加納忠男氏

資料の当館-の寄芦削こついてのお礼と

､当館-の寄贈申込者への記入をお願

いする0あわせて鳥取県立博物館に原

本が所蔵される 『加納本次郎家譜』､

『野田文也家譜』のコピーをお渡しし

た｡その間､家譜や寄贈資料から私が

理解できた範囲の話をした上で､加納

氏についての話を開く｡忠男氏は日蕗



軍し､26歳で戦死した｡忠男氏の妹

で帝子､文枝両氏の母親にあたるつね

(津補､常)子氏は､明治23年生ま
れ｡明治39年に鳥取高等女学校本科

を､翌40年には同補習科を卒業して

いるo同じく鳥取藩士の息子である野

田拓郎氏と結婚し､昭和56年に亡く

なった｡加納忠男氏資料が今日まで残

った大きな要因は何と言っても妹のつ

ね子が大切に保管してきたことに拠る｡

清子､文枝両氏の話に加えて翌日､両

氏の姉に当たる川崎市在住の前田雅枝

氏 (7人姉弟の4番目で､野田家資料

の現所有者)との電話での聞き取りを

総合すると､秩禄処分後､江戸から帰

った最後の加納家当主本次郎氏は､鳥

取市東町に機練工場を始め､最盛時に

は200人ほどの女工を雇っていたと

のことであった｡

ところで､野田家を訪問した所､川

崎の住む雅枝氏所有の野田家資料も準

備しておられ､価値のあるものならば､

是非当館に寄贈したいとのことだった

ので内容を確藩する (川崎の雅枝氏に

は野田家姉妹から事前に清水と松下先

生が野田家宅を訪問した際､資料の内

容を確認することで了解済みとのこ

と)｡新たに見せていただいた野田家

資料は大きく二つからなると思われた｡

一群は､明治3年～鳥取 ･島根県時

代の家督相続に関する資料｡もう一群

は､野田滞子､文枝両氏の父野田拓郎

氏が､明治30年代後半､広島高師在

学時に書いた故郷鳥取についてのノー

トや日誌などからなる｡拓郎氏は､鳥

取中学卒業 (第十五期生｡明治36年

3月卒業)後､広島高師を出て､長野

県飯田､広島県福山､三次で教員を歴

任し､兵庫の甲南高等女学校在職中､

49歳で没している｡飯田から福山-
の移動や甲南高等女学校-の移動には

拓郎氏の広島高師の1年先輩で後に甲

南高等女学校長を勤める表甚六氏の引

きがあったようである｡なお､今回当

館が寄贈を受けた加納忠男氏関係資料

のうち､大正4年にスケッチされた朝
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鮮定州の忠男氏の忠魂碑は､この表甚

六氏の手になることが判明したO聞き

取り調査の強みを感じる一場面であっ

た｡

洋子､文枝両氏に父拓郎氏から何か

鳥取について話を聞かなかったかと尋

ねたが､拓郎氏が亡くなった際､お二

人ともまだ幼くよく覚えていないとの

ことであった｡ちなみに翌日川崎の雅

枝氏にも同様の質問をしたが､やはり

幼い頃に亡くなっているので余り覚え

ていないとのことであった｡

野田家資料を一通り確認した後､貴

重な資料なので当館-の寄贈希望があ

るなら引き取る旨返答した際､即座に

文枝氏が川崎の雅枝氏に電話をかけて

くださったが､不在だった｡このため､

当日夜に改めて連絡していただくこと

をお顔いし､翌日清水からも連絡をす

ること､取りあえず野田家資料につい

ては魚崎の野田氏宅に置き､後日､雅

枝氏との間で話を済ませ､寄贈申込書

のやり取りを終えた上で､清水が再び

引取りに来ることで同意してもらった｡

野田家資料には家督相続者や拓郎氏以

外の人物の資料が含まれている｡私も

浮子､文枝両氏から説明を受けるが､

加納､野田両家の家族構成などを十分

理解していないため､各資料をより理

解するために各資料が誰の手になるの

か､またその人物がどのような系列に

連なる人物なのかを記して欲しい旨､

両氏にお顔いしておく｡この他､阪神

大震災の後､野田家から史料ネットに

レスキュー依頼があった資料 (錦絵)

についても当館に寄贈したいとのこと

だったので､次回野田家に伺った際､

内容を確認した上で判断したい旨､野

田氏及び同席の松下先生に伝えた｡

この他､当時当館で開催していた企

画展 ｢鳥取県の国民学校｣の案内を持

参し､神戸から学童疎開した方たちが

観覧に来館した話などをすると､文枝

氏は本山第二小学校の教諭で､佐治村

(現鳥取市佐治町)に学童疎開の付き

添い教員として現地にてお世話になっ



たとのことであった｡また清子氏は母

親 (つね子氏)や姉弟たちと郡家町

(現八頭町)に疎開していたことも判

った｡

神戸から帰った翌日､川崎の前田雅

枝氏に電話連絡する｡前日晩に神戸の

お二人から電話があったとのことで､

価値のあるものなら是非寄贈したいと

のことであった｡またこの結果を神戸

の清子氏に伝え､近い内に神戸に資料

を引取りに訪れる旨を伝えた｡

今年の鳥取は､2月､3月は例年に

なく積雪が多く､また､年度明けの慌

ただしさに任せてなかなか神戸で赴く

機会を兄いだせなかったが､平成17
年6月9日に東京､神奈川で資料調査

を行った帰路に神戸に立ち寄り､野田

家資料を引き取ることとした｡午後2

時にJR住吉駅にて松下先生､木村先
生と落ち合い野田家を訪問した｡二度

目の訪問でもあり､初回に比べリラッ

クスした気持ちで訪問できたことも事

実である｡野田家資料については､前

回訪問した際に､各資料の由来などの

記入を依頼していたが､浮子､文枝両

氏が判る範囲で各資料の背景などを記

してくれていた｡この他､史料ネット

と野田家を結びつけた錦絵も野田家に

用意されていたので内容を確認した｡

その結果､大半が明治30年代後半､

東京で作成されたものであった｡ただ

し､加納忠男氏を中心に措いた定州城

占領之図 (この戦闘の際､忠男氏は戦

死)が含まれ､錦絵全体で10数枚な

ので全て寄贈を受けることとした｡こ

れら錦絵については､浮子､文枝氏か

らの聞き取りの結果､両氏の母方の祖

母加納トキの母松本ひさが内職として

押し絵をしていたこと､錦絵の一枚に

東京の加納忠男氏から鳥取市東町の加

納本治郎宛てに送ったことが記してあ

ることなどから､加納忠男氏が祖母の

松本ひさに押し絵の参考のため贈った

ものと思われる｡

神戸から帰った後､即座に寄贈資料

の目録化及び中性紙での保存作業に取
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りかかり､6月12日にこれら作業を

終了したC

ところで7月21日の午後､野田清

子氏から電話連絡をいただいた｡清子

氏姉妹の母つね子氏が保管していた野

田拓郎氏に関する資料が新たに川崎の

雅枝氏宅から出てきたが､価値のある

ものなら前回同様当館に寄付したいと

のことであった｡数はそれほど多くな

いとのことだったので当館まで郵送し

ていただき､内容を確認した上で回答

する旨を伝えた｡

資料は7耳26日に当館に届いた｡

内容は広島高等師範学校在学中の拓郎

氏が日露戦争従軍中の兄文男氏からう

けた手雑類や野田家が神戸に居を構え

る大きな要因となった牽甚六氏 (広島
高師の先輩にあたり､長く甲南高等女

学校長を勤めた)が当時すでに高等女

学校の教諭となっていた拓郎氏にあて

た手紙などからなることが判明した｡

これら資料は､①創立間もない広島高

等師範学校の様子を知ることができる

②鳥取県には日露戦争当時の公文書や

新開が断片的にしか残存しないため､

ある程度の制限はかかるとは言え､出

征先の状況を知ることができる､③当

時の高等女学校で教員の立場にあった

人物の考えなどを知ることができるな

どの点で極めて貴重である｡

この他､野田家の写真数点も含まれ

ていたが､これまでに寄贈をいただい

た資料を手にした際､つね子を始めと

する野田家の人達をイメージするのに

大いに役立ちそうである｡

前回同様､それぞれの資料がどの人

物の手になるのか､背景がどのような

ものであるのかをそれぞれの資料に付

していただいており､当方の確認作業

の簡素化に大変役立ったC

検討の結果､これら資料も全て寄贈

いただくことを野田家に伝え､了承を

いただいた｡

以上のような経過を経て､加納忠男

氏及び野田家資料は全て当館が寄贈し

ていただくことなった｡



今回寄贈資料の整理作業の際､比較

的短時間に資料群の背景が理解できた

が､これはひとえに野田家の御協力で

可能となった2回にわたる聞き取り調

査の結果及び電話を通してであるが川

崎の前田雅枝氏の協力のおかげである｡

この他､今回､野田家での聞き取り

や寄贈資料の整理を行っていく中でふ

と思ったことがある｡士族の子弟であ

る加納忠男氏も野田拓郎氏も当時の鳥

取県下で最高学府であった鳥取中学を

卒業し､その後､進学の関係で県外-

出ている｡当時の鳥取中学在学生の何

パーセントが士族の子弟だったのか調

査したことはないが､卒業生のかなり

の数がその後､進学の関係で県外-出

て行ったものと思われる.鳥敢県から

は明治維新以降､その初期には士族を

中心として北海道や福島県などへ多く

の移住者を送り出している｡これにつ

いては､当館でも雨査研究を行ってい

る｡-番最初に今回の寄贈の話を受け

た際､私が感じた鳥取と神戸を結ぶ糸

に対する奇妙な違和感は､野田家から

の聞き取りや資料整理に伴う調査を経

ていく内にもう一つの大きな移住の流

れという形で納得に変わりつつある｡

現在も総合大学を持たない鳥取県から

は進路の都合上多くの若者が県外-出

ている｡明治も平成も基本的な流れは

同じなのであろうか｡整理の途上ふと

筆を止めつつそんなことを思った｡

史料ネット活動について野田清子

一瞬にして家屋全壊という阪神大

乗災に遭遇し､日々の暮らしのたて直

しに懸命であったとき､東灘区役所ま

ちづくり推進課の広報誌で､被災した

資料の情報提供の呼びかけがありました
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処置に困っておられる家庭はありませ

んかDということで､神大文学部内の

歴史資料保全情報ネットワークがこれ

等資料の保全 ･救出 ･整理 ･処分 ･保

管などの相談を受けて下さることを知

りました

｡早速ご相談させていただき､スタ

ッフの方々がいらして下さって､一つ

-つをていねいに見て､お預かりいた

だきました｡その後､調査の上､保管

場所の連絡をとって下さいました｡

① 大正 10年前後､父が教材用とし

て一枚の表にまとめていた中国古

銭(実物)は尼崎信用金庫の尼倍博

物館に､松下正和先生がご同行くだ

さいました｡ (16年 12月

)② 日者戦争で戦死の加納中尉 (母

の兄)の当時の新聞切抜､家族あて

の書簡､朝鮮敵州の加納中尉公園の

絵はがきなど (17年 1月

)③ 家系図､履歴関係､旧功書､銀絵

など (17年6月)

②と③は鳥取市鳥取県立公文書館に

保管していただけました

｡両親が遺していました明治から大

正にかけての資料が一家族のものとし

て終わることなく故郷の鳥取市に保管

していただけましたことは､全く松下

先生はじめスタッフの方々のご尽力の

おかげです｡震災のあとから今日まで

ご多忙の中､ていねいに取り扱って下

さいましたことを心から感謝し御礼申

しあげます｡

鳥取から度々いらして下さいまし

た公文書館の清水太郎先生からはこと

しが目方戦争から百年記念の年で､展

示資料にしていただけることをおきき

しました｡また家系もくわしく原本か

ら調査のお手数をおかけしました.感

謝に重ねて御礼申しあげます
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